
材　　　質：本体／カーボンファイバー
　　　　　　ベース部分／ナイロン樹脂
長　　　さ：62.5～88cm
重　　　量：約470g
ベースの大きさ　：10×10cm
ゴムキャップ内径：15mm
ゴムキャップ材質：TPR

スモールタイプ
カーボン四点可動式

この取扱説明書は必ずお読みいただき、大切に保管して下さい。

このたびは、弊社の製品をお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。
ご使用になる前に、この説明書をよくお読みいただき、

十分ご理解の上、ご使用ください。

ご使用に際しては、ケアマネージャーまたは福祉用具専門相談員に
ご自身の体調や状態をお知らせのうえ、ご相談下さい。

[取扱説明書] 〔保管用〕

可動部カバー
(内にスプリング入）

下管支柱

上管支柱

●この製品は、歩行訓練用の杖です。それ以外の用途
には使用しないで下さい。

●勝手に改造・分解はしないで下さい。
　強度や耐久性が劣化して危険です。また、事故にな
る恐れがありますので絶対に改造・分解しないでく
ださい。

●本製品を火気に近付けないでください。
　グリップ等が変形したり、熱くなった金属部分でや
けどをするなど、大変危険です。

●滑りやすい床面や濡れている床面では転倒する場合
がありますので、充分ご注意下さい。

●調節ピンは、確実に固定されているか必ず確認してく
ださい。

●次のような場所・状況でのご使用は危険です。使用を
避けるか、介助者に同行してもらってください。

　　・凸凹の激しい道　・夜間、雨や雪、風の強い日
　　・凍結路　　　　　・深い砂利道や砂道
●杖を投げたり落としたり、衝撃を加えないでください。
●湿気の多いところや雨風の当たるところに本製品を放
置しないでください。

　劣化の原因になります。
●屋外に放置すると、劣化しますので保管は屋内でおこ
なってください。

安全に関するご注意各部の名称



●自分の身体にあった長さにしてご使用ください。
●ご使用前には、各部を点検（キズやひび、持ち手のゆるみなどがないかを確認）した後、使用してください。
●ゴムキャップが破れたり、摩耗等があれば、即ゴムキャップを交換してください。
●ぬかるみ・泥地などの滑りやすい路面等での使用はしないでください。
●坂道など傾斜面では充分に注意してください。
●止めネジをしっかりと締めてあるかを確認して、使用してください。
●使用者が自分自身で身体を充分に安定できない場合、介添者の付き添いが必要です。
●平らな路面でご使用ください。
●平らな路面に４本の脚部のゴムキャップが路面に接地しているかを確認してからご使用ください。
●ベース部分に傷やひびがないか確かめてください。傷やひびがある場合使用せず、下管支柱の交換
（有料）をしてください。
●本体（カーボン部分）にキズやひびがある場合、使用しないで下さい。使用するとカーボンが折れた
りする場合があり、大変危険です。

※カーボン部分の点検方法
　カーボン部分にタオル等を巻きつけカーボンを拭くようにして下さい。キズやひびがある場合、タ
オル等がひっかかります。

　その部分を点検して、キズやひびのある場合はメーカーへパーツの交換（有料）を依頼して下さい。
●平らな路面に置いた時、路面に対して支柱がほぼ垂直であることを確認してください。垂直でない
場合、可動部のスプリングが破損している場合があるので、使用せずにメーカーへ点検（有料）の依
頼をしてください。

●調節ピンが調節穴に入っている状態でベースを固定してグリップをひねったり、無理に引っぱった
りしないでください。可動部のスプリングの破損につながります。

●ベースを固定した状態で前後に17度以上傾けないでください。また、左右に力を強くかけないで
ください。可動部のスプリングが破損する恐れがあります。

●雪・凍結等のゴムキャップのすべり止め効果のききにくい所では使用しないでください。
●つえ以外の目的には、使用しないでください。
●お子様の手の届くところには、置かないでください。
●ご自分で、改造などして使用しないでください。

●雨ざらしにしないでください。劣化の原因となります。
●雨水にぬれた場合は、拭きとってください。
●砂や泥をつけたまま放置しないでください。タオル等で拭きとってください。
●使用後は平らな路面に置き、可動部のスプリングに負担のかからない状態で保管してください。
●ゴムキャップや本体についた泥や汚れなどは、そのまま放置しないで、必ず落としてください。
●よく絞った布で、土やほこりを拭きとってください。
●シンナー、ベンジンなどの揮発性溶剤を使用しないでください。
●乾いた布で水分を取り、日陰で乾燥してください。
●長時間使用しない時は、汚れを落とし、日陰で保管してください。
●説明書は本体とともに保管してください。
●本製品を他の方にお譲りになる時は、必ず本書もあわせてお渡しください。
●非常口、消火器、消火栓の前に放置しないでください。
●各部の破損、ゆるみ、摩耗がないか確認してください。
●幼児や子供の手の届く所には放置しないでください。
●当社のサービス員以外の分解、組立、改造はしないでください。

●廃棄については各自治体の指示に従って処分・廃棄してください。

ご使用にあたっては、体調の状態により危険なこともありますので、
充分注意してください。
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図：正しいつえの長さ

可動部の取り扱い方法

●調節後、調節ピンが確実に
飛び出していることをご
確認ください。

●ガタつきなどが無いか、充
分にご確認の上ご使用く
ださい。

止めネジ

脚部

調節穴

止めネジ

調節ピン

①止めネジを緩
めます。

②調節ピンを押
して、グリッ
プを180°回転
します。

③長さを合わ
せて止めネ
ジをしっか
りと締めま
す。

●ゴムキャップ　　………………４個（１台分）　1,300円（消費税別）

●スモールタイプ用グリップカバー………１個　　1,300円（消費税別）

調節穴を180°簡単に切り替えができ、ゴムキ
ャップの片減りを軽減させることができます。

（お買い求めは、お買い求めのお店、またはお近くの販売店でどうぞ）
修理・お取り扱いなどのご相談は、まず、お買い求めの販売店へお申し付けください。

身体に合ったつえをお選
びください。その他に握
りの大きさや重さも注意
してお選びください。
つえの先を足先の前外方
に20cmにおき、肘は30
～ 40°屈曲した位置にく
るように、つえをつく状
態が正しいつえの長さの
目安です。

●止めネジをゆるめてください。
●調節ピンを押して、適当な長さ
の調節穴に合わせてください。

●調節ピンがカチッという音がし
て飛び出せば、セット完了です。

　（注意）調節ピンが、長さ調節穴
に確実にはまっていることを確
認してください。

●止めネジを確実に締めてくださ
い。

　（注意）止めネジを強く締めすぎ
ると止めネジが割れることがあ
ります。強く締めすぎないでく
ださい。

　

①グリップを握り本体を前
方についた時に可動部の
ベースが動き地面に接地
します。

●ベースを固定した状態で
前後に17度以上傾けな
いでください。また、左
右に力を強くかけないで
ください。可動部のスプ
リングが破損する恐れが
あります。

（注意）
●ご使用前には必ず、平らな路面に置き、路面
に対して支柱がほぼ垂直であることを確認
してください。垂直でない場合、可動部のス
プリングが破損している場合があるので、使
用せずにメーカーへ点検（有料）の依頼をし
てください。

●調節ピンが調節穴に入っている状態でベー
スを固定してグリップをひねったり、無理に
引っぱったりしないでください。可動部のス
プリングの破損につながります。

●ベース部分の材質は樹脂のため、3.4年に一
度交換されることをおすすめします。

17° 17°
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